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２０２２年 ８月 １日発行
（公財）北海道農業公社

▼ 公社ＨＰ

https://www.adhokkaido.or.jp/

（第12号）

新型コロナウイルスの感染者が全国的に急拡大し、先行きが大変心配されるなど
厳しい状況が続いています。
農作物の生育状況を見ますと、一番牧草については６月からの降雨の影響が懸念

されていますが、７月に入ってから気温が高く推移する中で、各作物の生育は概ね
平年並みからやや早く推移しており、豊穣の秋を心から祈念するものです。

農業公社ニュースの第12号をお届けいたします。

■ 新たな役員体制が決定

さる６月23日開催の定時評議員会において、辞任を表明されていた多田
正光評議員、畠山京子評議員、原井松純評議員３名の後任に、川口覚氏（釧
路地区農業協同組合長会会長）、中谷敏明氏（一般社団法人北海道農業会議
代表理事会長）、村上早苗氏（一般社団法人北海道消費者協会副会長）が評
議員に選任されました。

また、第20期役員の任期満了に伴い、新たに第21期役員（理事12名、
監事２名）が選任され、評議員会終了後に開催された臨時理事会において、
常勤役員（理事長、副理事長、常務理事、専門理事）が選定されています。

２期４年常務理事を努められた川本俊輔氏が退任し、常務理事には山中
信昭氏、専門理事には大高秀之氏が新たに就任いたしました。

評議員（第18期）及び役員（第21期）の名簿は、「北海道農業公社の概
要」［令和４年度版］の10ページに掲載しておりますので、リンクを貼付い
たします。

▼ 「北海道農業公社の概要」［令和４年度版］

https://www.adhokkaido.or.jp/pdf09_intopa/outline2022.pdf

【総務部】

農業公社
ニュース

https://www.adhokkaido.or.jp/
https://www.adhokkaido.or.jp/pdf09_intopa/outline2022.pdf
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■ 第４次中期経営方針の策定に向けた検討をスタート

当公社では、経営の進むべき方向や対応策などを盛り込んだ中期の経営
方針を３年ごとに策定しており、今年度が現行の「第３次中期経営方針」（令
和２～４年度）の最終年となります。
このため、現行方針に基づく取組の着実な推進を図っていくとともに、今

年度中に５年度以降の第４次中期経営方針（令和５～７年度）を定めること
としており、さる６月30日に公社内の検討体制を立ち上げ、検討をスター
トしました。

山中常務理事を代表とする策定検討会のもとに、５つの部門（＝ 企画管理部門、担
い手育成部門、農地流動化部門、農村施設・農場整備部門、畜産振興部門）を設置しており、各部門において具
体的な協議・検討を鋭意進め、策定検討会に反映させながら、総合的に検討
を進めていくこととしています。

コロナ下における農畜産物の需給緩和、生産資材価格や飼料価格の高騰、
人・農地など関連施策の見直しといった農業情勢や当公社を取り巻く環境の
変化等を踏まえつつ、必要に応じて関係機関等ともご相談させていただきな
がら、検討を進めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいた
します。 【総務部】

■ 行列のできる就農相談会、大盛況！

～ 「北海道新規就農フェア」久々の開催 ～

当公社主催の就農相談イベント「北海道新規就農フェア」を、1年3か月
ぶりとなる6月11日に札幌コンベンションセンターで開催しました。
全道から４６地域のブース出展があり、当公社も就農コーディネーターを

中心に「なんでも相談コーナー」を設営し、万全の体制で臨みました。

来場者の出足は好調で、午前中からフル回転のブースもありました。その
後も夕方まで人が途切れる時間帯がほとんどなく、最終的には、フェア史上
最大級となる210人の来場者を数える大盛況となりました。
開場直後から最後まで10ヶ所以上のブースを周って相談された方もいた

など、久々の開催の中、就農への意欲が爆発されていた印象です。
今後とも、相談環境の整備に取り組んでまいりたいと思います。
出展者の皆さん、お疲れさまでした！

▲ 工夫・アイデアを凝らした ▲ カップル・子供連れ・単身者

各地の相談ブース など多様な相談者

◀ 当公社のなんでも相談

ブースも大車輪

【担い手支援部】
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■ 「令和の婚活」サポートします ！

～ カリスマコーディネーターによる婚活応援ガイドブック作成 ～

担い手の配偶者確保を支援するグリーンパートナー活動の一環として、こ
のほど、地域の婚活関係者と、結婚をめざす農業男子に向けたガイドブック
を作成しました。

昨年11月に、全道の結婚相談員など婚活関係者を対象に、オンライン研
修会を開催しましたが、その内容を中心に、講師のカリスマ婚活コーディネ
ーター 荒木直美氏に監修いただき、農業男子向けと婚活サポーター向けの
２種類のガイドブックを作成の上、先般、地域担い手育成センターなどに配
布しました。

農業男子向けには、心構えや身だしなみ、トークの留意点などを具体的に
解説、サポーター向けには、未婚男性の実態や本音、婚活イベントの企画・
運営のポイントなど、現地での実践に即役立つアドバイスが盛り込まれてお
り、どちらも見やすいデザインとわかりやすい表現で、上質なパンフレット
になっています。

今後、各種研修等に活用していきます。お問い合わせは就農相談課まで。
（☎:011-271-2255）

▲ カリスマのアドバイス満載！ お役立ちのガイドブック２種

【担い手支援部】

■ ３年ぶりの全道ツアー無事完了 ！

～ 地区別推進会議、７カ所で開催 ～

地域センターを中心とした担い手対策関係者を対象に、当公社の事業や予
算、制度改正などについて説明・情報交換する地区別推進会議を、7月7日
～22日、全道７か所（当麻町、北見市、釧路市、芽室町、岩見沢市、北斗
市、苫小牧市）で開催しました。過去２年間は開催を見合わせ、資料配布の
みでしたので、３年ぶりの開催となりました。

また、当公社以外にも道農政部や農業大学校、花・野菜技術センター、北
海道農業会議、日本政策金融公庫といった関係機関・団体や地元の指導農業
士・農業士の方々にも出席いただくなど、担い手育成・確保に携わる方々が
一堂に会する非常に貴重な場として、我々も開催を心待ちにしていました。
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各会場では、当公社からの説明のあと、出席機関・団体からも情報提供が
あり、その後、質疑や意見交換が行われました。３年ぶりに顔を突き合わせ
ての会議は、リモートでは得られない空気や感触を双方向で体感することが
できました。
日程の後半では、コロナ感染が全道的に広がりつつありましたが、可能な

限りの対策に努め、何とか滑り込みで全道開催を終えた次第です。

ご出席や会場提供など開催にご協力いただいた皆さん、ありがとうござい
ました！

◀ 当麻町会場（7/7）

◀ 釧路市会場（7/12）

苫小牧市会場（7/22） ▶

【担い手支援部】

■ 遊休農地の有効活用を支援します！

～ 「遊休農地解消緊急対策事業（新規）」のご案内 ～

当事業は、地域内の優良農地の確保や担い手への農地の集積・集約化を促
進するため、機構が簡易な整備により、借り受けた遊休農地の解消を図るも
のです。

事業の詳細については、本所（農地中間管理課）までお問い合わせください。
【農用地部】
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■ 全道的な稼働調整で工事完遂をめざします！

令和4年度も夏本番を迎え、農用地開発整備事業も繁忙期に突入し、過密
スケジュールをこなす季節となっています。

牧草の生育状況は、道の発表（7／15現在）によると、降雨等の影響に
より、一番草収穫作業に遅れが生じていると報告されています。
当公社では、こうした天候不順等より生じた工事の遅延に対応すべく、全

道一円のリアルタイムによる工事進捗管理の情報をもとに、機械・職員の応
援派遣を行うなど、全道的な稼働調整に配慮しながら取り組んでいるところ
です。

良質な粗飼料確保に向けた優良な牧草地づくりのため、職員一丸となり、
播種晩限の9月中旬頃までの完遂をめざし、今日も土煙を舞い上げ、ばく進
中です。

▼ グラスドリルシーダーによる施肥・播種・鎮圧の複合作業 ▼

▼ 起伏修正の役目も果たすディスクハローによる砕土作業 ▼

【農場整備部】

■ 十勝育成牧場産の種雄牛「勝百合華（Ｈ黒－364）」のご紹介

本年６月１日から７月３１日まで、ジェネティクス北海道の新規現場後代検
定実施種雄牛として、十勝育成牧場が生産した「勝百合華（Ｈ黒－３６４）」の交配
が行われました。

● Ｈ黒－３６４ 勝百合華（かつゆりはな）
● 令和２年８月９日生
● 父：勝早桜５、

（母方）祖父：百合白清２、（母方）曾祖父：華春福
● 美点：発育、体伸、体下線、体上線

結果が出るのはまだまだ先ではありますが、
職員一同、大いに期待しているところです。

【十勝育成牧場】
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■ 一番牧草の収穫作業を無事に終了

「一番牧草」は、その年の一番最初に刈り取る牧草であり、一年を通して
一番栄養価が高く、牛にとって一番美味しい飼料と言われています。

当牧場は、採草地と放牧地などを合わせた総面積が524haで、このうち
採草地260haについて、さる６月14日から７月１日にかけ、一番牧草の収
穫、グラスサイレージ（発酵飼料）に係る作業を行いました。

収穫期間中は、日々のメンテナンスの甲斐もあり、大きなトラブルもなく
対応することができました。天候については、すっきりと晴れる日が少なく、
やや水分は多いものの収量は多く、バンカーサイロ９基、スタックサイロ１
基の出来高となりました。

▼ ダイレクト式ハーベスターによる収穫作業 ▼ バンカーサイロへの運搬・鎮圧・整形

【十勝育成牧場】

■ 「労働安全衛生強調旬間」における取組を実施！

厚生労働省及び中央労働災害防止協会が主唱する全国安全週間（7月1～
７日）に合わせて、「令和4年度 第１回労働安全衛生強調旬間」を設定し、
『安全意識の高揚』と『安全活動の定着』による労働災害防止をめざした取
組を実施しました。

また、厚生労働省の令和４年「STOP！熱中症 クールワークキャンペ
ーン」を当公社職員に周知して、熱中症予防対策にも取り組んでいます。

【統括労働安全衛生委員会】
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